




2020年2月12日～3月4日
どのような経験をしてきたか

参加者にレポートをもらいました。

短期留学
レポート

オレゴン大学
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①
２
０
１
９
年
度
の
就
職
支
援
活
動
の
総
括

２
０
１
９
年
度
の
就
職
率
は
99
・
４
％

で
学
部
に
よ
る
大
き
な
差
も
な
く
、
昨
年

に
続
き
高
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

業
種
別
で
は
例
年
同
様
、
サ
ー
ビ
ス
業

や
卸
・
小
売
業
が
高
く
、
ま
た
情
報
通
信
業

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
職
種
別
で
は
大
半

の
学
生
が
総
合
職
・
営
業
職
に
つ
い
て
お
り
、

将
来
会
社
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
活
躍

し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
高
水
準
と
は
い
え
全
員
就
職

に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
課
題
を
残
す
形
と

な
り
ま
し
た
。
未
内
定
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
２
０
２
０
年
度
以
降
さ
ら
に
力
を
注

い
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
２
０
２
０
年
度
の
就
職
支
援
体
制
に
つ
い
て

今
年
度
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
伴
い
、
例
年
よ
り
採
用
活
動
が
前
倒
し

し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

状
況
が
一
変
し
て
お
り
ま
す
。
２
月
よ
り

各
地
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
就
職
情

報
サ
イ
ト
主
催
に
よ
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
生
た
ち

は
企
業
と
の
出
会
い
の
機
会
を
喪
失
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
３
年
次
の
夏
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
学
生
は

一
部
選
考
が
継
続
で
き
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
学
生
た
ち
は
ス
ム
ー
ズ
に
就
職
活

動
が
行
え
て
お
ら
ず
学
生
た
ち
か
ら
は
不

安
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

就
職
支
援
課
と
し
て
も
学
生
た
ち
の
不

安
を
少
し
で
も
払
拭
す
べ
く
、
可
能
な
範

囲
で
支
援
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
緊
急

事
態
宣
言
発
令
前
ま
で
は
、
予
約
制
で
の

面
談
を
実
施
、
発
令
後
は
電
話
相
談
、
事

務
局
休
止
後
も
メ
ー
ル
で
の
相
談
で
切
り

換
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
側

と
も
日
々
連
絡
を
取
り
合
い
、
事
態
終
息

後
に
は
学
内
に
て
企
業
説
明
会
等
を
数
多

く
実
施
で
き
る
準
備
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

４
年
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
保
護
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
さ
ぞ
ご
心
配
の

日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
は
感
染
拡
大
防
止
を
最
優
先
に
、

筆
記
試
験
の
対
策
や
企
業
研
究
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

説
明
会
等
在
宅
で
で
き
る
準
備
を
進
め
て

お
い
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
事
態

終
息
後
は
就
職
委
員
会
・
就
職
支
援
課
全

力
を
挙
げ
て
４
年
生
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
過
度
に
心
配
し
す
ぎ
ず
、

健
康
に
留
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
就
職
に
関
し
て
ご
心
配
な
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
メ
ー
ル
で
の
相
談

は
引
き
続
き
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

左
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

就
職
支
援
課
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

shushoku@
takachiho.ac.jp

企業研究セミナー 学内合同企業説明会

春のキャリアガイダンス（昨年度の様子）

※行事は今後変更になる可能性があります。 

2020年度 就職活動支援行事

《3年生就職支援行事スケジュール》

高千穂学生の就職活動を応援します！

春のキャリアガイダンス

就職活動の流れやどのよ
うな諸準備をするかなど
の基本を学ぶ

進路相談会

卒業後の進路について3
年生全員対象に個人面談
を実施

インターンシップガイダンス

インターンシップの重要
性や応募方法、選考につ
いて学ぶ

業界研究講座

数多く存在する業界の種
類を知り、各業界の現状
や今後の展望など深く研
究する方法について学ぶ

WELL DONE EVERYONE!  I am so proud of 

you all.  Did you learn something new about 

the world and about yourself?   As the Dalai 

Lama once said: “ once a year, go some 

place you have never been before.” Nothing 

interesting happens by simply staying in 

your ‘comfort zone.’ In the future, please 

continue to: 1. Work hard. 2.  Travel. 3. Save 

up money 4. Repeat! 

経営学部　助教

Manfred Delano Cannegieter先生

引率教員

語学への意欲が高まりました

生板 一星
商学部　マーケティングコース　2年
茨城県立鹿島高校出身
齋藤典晃ゼミ、フットサル愛好会

私はこの短期留学を通じて日本と異なる文

化を経験しました。特に“譲り合う”こと

に関しては大変素晴らしい文化だと私は感

じました。今後は更なる

英語への学習に力を入れ、

また新たな経験をしたい

と思います。

英会話の楽しさに目覚めました

藤田　采
経営学部　経営学科　2年
桃崎ゼミ

週に1度1時間程度Conversation partnerと会話

する時間がありました。英語を聞き取ることや

言いたいことを伝えることが徐々にスムーズに

できるようになり、英語で会話することの楽しさ

を改めて感じました。さ

らに英語力に磨きをかけ

将来役立てたいです。

多様な考え方を身に付けられました

羽豆 直人
商学部　金融コース　2年
国立東京学芸大学附属国際中等教育学校出身
桝谷ゼミ、柔道同好会

私がアメリカに1ヵ月間留学し自分の中で

最も変わったのは多様性の考え方です。今

後はその価値観などを生かし、公務員を目

指しながら就職活動に力

を生かしていきたいと思

います。

肌身を通じて感じ得た文化の違い

相田 広行
経営学部　経営学科　2年
東京都立東村山西高校出身
齋藤元紀ゼミ

留学を通して、様々なことを経験しました。

文化の違いや習慣を直接感じ、今まで以上

に他国の文化や習慣を学ぶことができまし

た。それだけではなく英

語のスキルも上がり、留

学を通して今後に大きく

繋がると思います。

語学留学も百聞は一見にしかず！

大塚 純輝
商学部　会計コース　2年
東京都私立正則高校出身
柴田ゼミ

私はホストファミリーと、夕食時1つの

テーマを決めて話し合いました。面白い情

報がたくさん英語で学べ、かつ英語で自分

の考えを伝える練習もで

きました。英語に慣れる

なら現地に行く事が1番

だと思いました。

振り返れば楽しく充実した1 ヶ月

鈴木 彩李
人間科学部　心理・コミュニケーションコース　3年
東京都私立関東第一高校出身
松谷ゼミ、学術文化団体連合会本部、ダンス同好会

大学の敷地が広すぎて迷子になったり、知

らない人でも｢Hello｣と声をかけてくれたり

と日本では味わえないような日常を過ごし

ました。毎日英語漬けで

不安もたくさんありまし

たがとても楽しい1ヶ月を

過ごす事が出来ました。

支えてくれたホストマザーに感謝

橋本 知香
商学部　マーケティングコース　3年
静岡県立浜松湖東高校出身
永井ゼミ、簿記会計研究会

今回の留学では普段の自分であれば体験で

きないことを多く経験することができまし

た。ホストマザーには感謝しかないです。

これからは自分に不足し

ている部分を補えるよう、

英会話や語彙力を高めた

いと思います。

高千穂大学の海外留学プログラム

▼お問い合わせ先
教育研究事務課
TEL 03-3315-8847　
Mail kyoken-jimu@takachiho.ac.jp

高千穂大学 留学 検索

詳細はホームページで！
【就職支援行事の実施について】 ご不明な点は以下より

お問い合わせ下さい。
shushoku@takachiho.ac.jp

新型コロナウイルス感染症の拡大防止を目的とした、大学への
入構制限が解除されるまで、就職支援行事は動画で配信いたし
ます。Tnaviにて視聴に関するお知らせをお送りしておりますの
でご確認下さい。また、『就職コンパス』 でも、これまで配信した
動画を視聴することができますので、合わせてご確認下さい。
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高千穂大学には全国から学生が集まっています。
今の自分がいるのも高校時代があるからこそ。
当時を振り返りながら、母校の良さを皆さんに紹介します。

私
の
高
校
時
代

私
の
高
校
時
代

東京都立練馬高校

栃木県私立宇都宮短期大学附属高校

修学旅行で行った沖縄。海が
とてもきれいでした。自由時
間は友達と決めた、行きたかっ
たところへ行きました。

栃木県は海がない県なので、海
を見るだけでみんなテンショ
ンが上がっていました。海も
キレイで最高でした。

剣
道
に
３
年
間
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
１

年
か
ら
３
年
連
続
し
て
予
選
を
勝
ち
抜
き
、

都
大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と
が
良
い
思
い
出

で
す
。
１
年
の
遠
足
の
と
き
に
仲
良
く
な
っ
た

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
、
大
学
生
に
な
っ
た
今
も
付

き
合
い
の
続
く
友
人
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
の

修
学
旅
行
で
行
っ
た
沖
縄
で
自
作
し
た
サ
ー

タ
ー
ア
ン
ギ
ー
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
、
海
が

き
れ
い
だ
っ
た
こ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

高
千
穂
大
学
へ
進
学
を
決
め
た
の
は
、
剣
道

部
が
あ
っ
た
か
ら
！
は
、
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
個
別
面
談
で
と
て

も
親
身
に
な
っ
て
、
私
の
こ
と
を
応
援
し
て

く
れ
た
か
ら
で
す
。

高
校
時
代
一
番
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
全
国

商
業
簿
記
検
定
１
級
に
合
格
し
た
こ
と
で
す
。

毎
日
簿
記
の
勉
強
を
続
け
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
簿
記
を
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
佐
藤
先
生
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
が
ん
ば
っ
た
思
い
出
は
、

１
年
次
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
毎
日
家

で
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
練
習
に
励
み
、
１
０
０
人

以
上
の
聴
衆
の
前
で
本
番
を
完
璧
に
こ
な
せ

た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

高
千
穂
大
学
・
商
学
部
へ
の
進
学
は
、
東
京
で

の
ひ
と
り
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
と
、
簿
記
や
情
報

処
理
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
勉
強
を
続
け
た
い
、

と
い
う
希
望
が
両
方
叶
う
の
で
決
め
ま
し
た
。

My High School 
Presentation

ナ
ー
が
い
る
中
「
貴
方
だ
か
ら
来
て
る
ん
で

す
」
と
多
く
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん
に
思
わ

れ
続
け
る
様
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
お
客
様
の
体
を
変
え
る
お
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、
お
客
様
を
通
じ
て
自
己
研
鑽

を
怠
ら
な
い
事
が
大
事
で
す
。

大
学
で
は
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
４
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
訳

も
分
か
ら
ず
頑
張
っ
て
い
た
頃
が
懐
か
し
く
、

今
で
も
連
絡
を
く
れ
る
仲
間
達
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
入
部
理
由
は
、
小
中
高
と
季
節
の

変
わ
り
目
に
体
調
を
崩
し
や
す
い
体
の
弱
い

学
生
だ
っ
た
の
で
、
単
純
に
強
く
な
り
た

か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）

そ
ん
な
私
が
、
体
作
り
の
楽
し
さ
、
難

し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
感
し
、
そ
の
素
晴
ら

し
さ
を
今
度
は
伝
え
て
い
く
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
取
り
組
ま
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
が
、
同
時
に
好
き
な
事
を
仕
事
に

す
る
の
は
、
大
変
な
事
の
方
が
多
い
で
す
。

社
会
に
出
る
と
、
見
た
目
で
判
断
さ
れ

る
シ
ー
ン
が
増
え
て
き
ま
す
が
、
体
作
り
は

身
だ
し
な
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分

を
表
現
す
る
方
法
と
し
て
も
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
身
に
付
け
て
お
く
べ
き
で
す
。
特
に
人

に
見
ら
れ
る
仕
事
は
鍛
え
て
当
た
り
前
で
す

し
、
ど
ん
な
仕
事
に
就
く
上
で
も
、
自
己
管

理
能
力
を
高
め
る
手
段
と
し
て
行
う
事
を
お

勧
め
致
し
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
、

生
き
て
い
く
上
で
の
気
付
き
を
感
じ
て
頂
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。
皆
様
、
是
非
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
習
慣
付
け
て
下
さ
い
。

INTERVIEW［G R A D U A T E］ OB   Satou Shunsuke

さまざまな分野で活躍する先輩達を紹介します！

体
作
り
の
素
晴
ら
し
さ
を

後
世
に
伝
え
た
い
。

佐藤 俊介
2001年3月　商学部卒業　高野ゼミ

卒 業 生

パーソナルトレーナー

ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
運
動
不
足
解
消
、
リ
ハ
ビ
リ
、

姿
勢
改
善
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
い
っ
た
健
康
増

進
目
的
の
方
、
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
と
い
っ
て
魅

せ
る
体
を
作
り
た
い
方
、
体
の
格
好
良
さ
を

競
い
合
う
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
を
目
指
す
方
と
、

幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
は
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
、
食
事
内
容
の
改
善

を
提
案
、
目
標
を
設
定
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

か
な
り
経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
で
す
が
、

変
化
が
出
て
き
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん
の
顔

を
見
て
い
る
と
、
こ
ち
ら
も
嬉
し
く
な
り
ま

す
。ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
提
供
す
る
だ
け
だ
と
、

雑
誌
や
動
画
を
見
れ
ば
済
み
ま
す
。
パ
ー
ソ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
高
い
接
客
要
素
が

伴
う
の
で
、
そ
こ
に
価
値
を
感
じ
て
頂
け
る

様
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
沢
山
の
ト
レ
ー

パ

私の母校の特長 BEST3

私の母校の特長 BEST3

私の思い出

私の思い出

在学時はアメフト部主将として活躍した
佐藤さん。アメフト部入部から始まった
体作りが職業になり、多くの方の人生に
影響を与えています。

4年次のアメフト部リーグ戦最終戦
を戦った対学習院大学戦での1枚
（前列左から5人目が佐藤さん）

中村　昇太
経営学部　企業経営コース　4年
東京都立練馬高校出身
小林ゼミ、剣道部

星　真里那
商学部　マーケティングコース　4年
栃木県私立宇都宮短期大学附属高校出身
永井ゼミ、学友会本部、高千穂祭実行委員会

校舎が新しく、パソコンルームを授

業時間以外にも使えるなど、設備が

充実しています。渋谷まで最寄り駅

から13分と近いことも魅力です。

母校の学生へのメッセージ

規模が大きくない大学なので、先生

と学生の距離が近くて悩みごとにも

すぐ相談にのってもらえます。校舎

も新しくてキレイですよ。

母校の学生へのメッセージ

大学入学後も剣道部に入り、剣道を

続けています。大学生活も充実して

いて、大学への進学を決意してよ

かったです。

母校の先生へのメッセージ

友達に恵まれ、ひとり暮らしにも慣

れ、学生生活は毎日充実しています。

昨年は高千穂祭実行委員会の副委員

長として貴重な経験もできました。

母校の先生へのメッセージ

生徒と先生の距離が近いBEST 1

校舎の中にコンビニがあるBEST 1

都心へも地方へも大江戸線で行きやすい（最寄りが練馬春日町駅）BEST 3

普通科と4つの専門学科があるBEST 3

校庭が広く、部活に熱心BEST 2

校舎が広くてきれいBEST 2

紹介
母校
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美
術
部
で
は
、
個
人
個
人
が
興
味
の
あ
る
分

野
、
イ
ラ
ス
ト
・
切
り
絵
・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
な
ど
の
創
作
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
六

月
祭
や
高
千
穂
祭
に
向
け
た
個
人
創
作
が
主

体
の
部
で
す
が
、
２
０
１
９
年
度
は
国
立
新

美
術
館
へ
の
見
学
、
例
年
の
春
に
は
熱
海
へ

１
泊
の
合
宿
、
と
い
っ
た
部
全
体
で
の
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。
部
員
同
士
の
仲
も
良
く
、

先
輩
後
輩
の
垣
根
も
低
い
と
思
い
ま
す
。
今

は
イ
ラ
ス
ト
が
中
心
で
す
が
、
今
年
は
切
り

絵
・
油
絵
・
ア
ク
リ
ル
な
ど
も
充
実
さ
せ

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
絵
や
工
作
、
漫
画
、

ア
ニ
メ
な
ど
が
好
き
な
人
、
好
き
だ
け
ど
経

験
が
な
い
初
心
者
の
人
で
も
大
歓
迎
で
す
。

興
味
が
少
し
で
も
あ
る
な
ら
、
部
室
ま
で
気

軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
部
員
一
同
入

部
を
待
っ
て
い
ま
す
！

ご意見・ご要望などを
募集します

高 千 穂 大 学・広 報 誌（Quarterly 
TAKACHIHO）をご覧いただきま
して誠にありがとうございます。
広報課では皆さんからご意見やご
要望などを募集しております。お
気軽にメールにてお知らせくださ
い。お待ちしております。

連絡先メールアドレス
koho@takachiho.ac.jp

大学の最新情報が分かる！
公式アカウントをフォローしよう！！

高千穂大学
ソーシャルメディア
公式アカウント

●編集長 渡邉　均
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

クォータリー高千穂設置場所
図書館（1階）、3号館（1階）、4号館

（1・2階）、情報メディアセンター、
CS（1・2・3・4階）

［クォータリー 高千穂］ 

●編集・印刷 orange corporation

Spring / 2020  
Vol.77

嘉瀬 英昭先生
28人（4年：8人、3年：12人、2年：8人）
平日
六月祭、高千穂祭に向けた創作活動など
先輩後輩の仲がとても良い部です

顧 問
所属人数
活 動 日
内 容
雰 囲 気

CLUB DATA

TAKACHIHO INFORMATION

イラスト、切り絵、ペーパークラフト、油絵などの創作
活動をしています

美術部絵に興味がある人、初心者大歓迎！
一緒に創作活動を楽しみましょう！

委員長

加藤 あかり
商学部　会計コース　2年
福島県立福島南高校出身
桝谷ゼミ、美術部

クラブ・サークル活動報告

クラブ紹介

I N T R O D U C T I O N  O FCLUB ACTIVITIES

新型コロナウイルス感染症の影響のため、試合などは全て中止となりました

新型コロナウイルス感染症の影響による学内行事・イベントの中止

新型コロナウイルス感染症の影響により、さまざまな式典・イベント等が中止となりました。中止になったものは、オープンキャン
パス、卒業式、同窓会歓迎会、入学式、公開講座（経営学特別講義、総合科目A）、同窓会総会・懇親会などです。大学からの最新のお
知らせは、公式ウェブサイト（www.takachiho.jp）や大学ポータルサイト（T-Navi）をご覧ください。

卒業証書・学位記の授与

2020年3月20日（金）

新型コロナウイルス感染症の影響で、卒業式と同窓会歓迎会の式典が中止となりました。卒業生は個別・時間帯別に大学に分かれて
訪れ、卒業証書・学位記などを受け取りました。

論文賞の受賞

2020年3月20日（金）

2019年度論文賞に選ばれたのは、神田玲奈さん（商学部卒業）
と今田明さん（人間科学部卒業）で、3月20日に寺内学長より表
彰を受けました。神田さんの受賞した論文タイトルは、“少子高
齢化社会における生命保険会社の取り組み”、そして今田さん
の論文タイトルは“哲学的「問い」について考察”でした。

学生表彰（秘書検、
税理士科目、宅建）

2019年12月10日（火）、
2020年1月21日（火）

12月10日に松浦菜々子さん（商学部2年、都立富士森高校出
身）、安田祐介さん（商学部4年、福島県私立日本大学東北高
校出身）が秘書技能検定準1級に合格。また、1月21日には、
吉川将司さん（商学部卒業、都立山崎高校出身）は税理士試
験の財務諸表論、田中克弥さん（経営学部卒業）は宅地建物
取引士に合格し、それぞれ表彰を受けました。

2019年度教員採用試験
合格報告会を開催報告

2020年2月15日（土）

2020年2月15日（土）に「教員採用試験合格報告会」（第1部）、
続けて「卒業生教員と教職履修学生との情報交換会」（第2部）
を開催いたしました。当日は、教職履修学生の他、多数の卒
業生教員の方にご参加いただきました。

保育士試験に合格した学生が表彰を受けました

2020年3月20日（金）

在学中の保育士試験に合格した3名が、3月20日に寺内学長
より表彰を受けました。石井百萌さん（人間科学部卒業、写
真右から2番目）、中澤優香さん（人間科学部卒業、写真右か
ら3番目）、西井美帆さん（人間科学部卒業、写真左から3番目）。

杉並区青少年善行表彰

2020年3月8日（日）

児童教育専攻学生4年生3名が、2020年3月に杉並区長から
青少年善行表彰されました。2019年7月に実施された“ひま
わりフェスタ”（社会を明るくする運動推進イベント）で、杉
並区保護司会の運営ボランティアを行い、子どもが安心して
過ごせる街づくりを支えたことに対する表彰です。（写真は、
左から森島鈴菜さん（人間科学部児童教育専攻4年、東京都立
東大和高校出身）、佐々木廣大さん（人間科学部児童教育専攻
4年、東京都立昭和高校出身）、井田七星さん（人間科学部児
童教育専攻4年、神奈川県私立横浜創英高校出身））

（写真は12/10学生表彰式の
ものです）

森島鈴菜 井田七星佐々木廣大
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2020年度　父母の会  黎明 51号

〈総会開催概要〉

２
０
２
０
年
度

役
員
総
会
報
告

１
．２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

2
．２
０
１
９
年
度
監
査
報
告

3
．２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
（
案
）の
承
認

4
．２
０
２
０
年
度
予
算
（
案
）の
承
認

5
．２
０
２
０
年
度
役
員
（
案
）の
承
認

6
．そ
の
他

議題

今
年
度
の
総
会
は
書
面
で
の
議
決
と
し
、
上
程
さ
れ
た
次
の
議
案
に

つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
高
千
穂
大
学
父
母
の
会
は
６
０
２
名
の
新
会
員
を

お
迎
え
し
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。

父
母
の
会
会
長
・
理
事
長
・
学
長
・
同
窓
会
会
長
よ
り
父
母
の
会
会

員
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
挨
拶

R E I M E I

51号

２
０
１
９
年
度　

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

事
業
報
告

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
４
名

父
母
の
会　

�

中
島
会
長
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
）松
﨑
事

務
局
長

◆
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会	

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

５
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑶ 

宇
都
宮
会
場

◆
開
催
日
時	

９
月
14
日
（
土
）　

10
時
45
分
～
18
時
00
分

◆
会　

場	

宇
都
宮
市　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

◆
参
加
者	

保
護
者
10
名
（
13
名
）在
籍
者
数
30
名　

＊
（ 

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

寺
内
学
長
、他
５
名

父
母
の
会　

佐
藤
副
会
長
（
神
奈
川
県
支
部
長
）

◆
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．�講
演
「
高
千
穂
に
学
ん
だ
家
族
主
義 

夢 

出
逢
い 　
　

感
謝
」

５
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

６
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

１
．父
母
懇
談
会
の
開
催
報
告

東
京
会
場
は
台
風
接
近
の
た
め
開
催
中
止
。
新
潟
会
場
、
宇

都
宮
会
場
、
静
岡
会
場
は
開
催
し
た
。
３
会
場
の
参
加
者
は

44
名
（
昨
年
44
名
）。

会
員
２
３
０
０
名
に
対
し
開
催
案
内
を
往
復
は
が
き
に
て
８

月
初
旬
に
発
送
。
参
加
申
込
者
は
２
６
１
名
で
全
体
の
11
％
。

⑴ 

新
潟
会
場

◆
開
催
日
時	

８
月
31
日
（
土
）　

11
時
30
分
～
17
時
30
分

◆
会　

場	

新
潟
市　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

◆
参
加
者	

保
護
者
17
名
（
19
名
）在
籍
者
数
49
名

＊
（ 

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

寺
内
学
長
、他
４
名

父
母
の
会　

�

中
山
副
会
長
（
千
葉
県
支
部
長
）、
松
﨑
事
務

局
長

◆
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

５
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑵ 

静
岡
会
場

◆
開
催
日
時	

９
月
14
日
（
土
）　

10
時
35
分
～
17
時
00
分

◆
会　

場	

静
岡
市　

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋

◆
参
加
者	

保
護
者
17
名
（
12
名
）在
籍
者
数
52
名　

＊
（ 

）内
の
数
字
は
前
年
度

２
．家
庭
と
の
連
絡
強
化

『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
』の
発
送
（
年
４
回
）

２
０
１
９
年
５
月
、７
月
、10
月
、２
０
２
０
年
１
月　

発
送

う
ち
５
月
、
１
月
発
行
号
に
は
父
母
の
会
行
事
特
集
「
黎
明
」

を
掲
載

３
．奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

高
千
穂
奨
学
生
、
学
業
成
績
上
位
者
（
小
池
厚
之
助
賞
61
名
）

に
総
額
１
，５
２
５
，０
０
０
円
を
給
付
し
た
。

４
．教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力

学
生
が
共
用
す
る
情
報
機
器
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）の
整
備
費

用
の
一
部
と
し
て
100
万
円
、
防
災
備
蓄
品
整
備
費
用
の
一
部

と
し
て
50
万
円
を
助
成
し
た
。

５
．学
生
の
学
術
・
文
化
･
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力

⑴�

５
月
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

等
456
本
（
５
万
２
千
円
）を
提
供
し
た
。

⑵�

10
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
祭
に
よ
り
多
く
の
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
模
擬
店
で
使
用
で
き
る
金
券

一
人
当
た
り
500
円
を
配
布
し
た
。
一
人
１
日
１
回
。
土
日

１
回
ず
つ
合
計
２
回
配
布
し
た
。
利
用
者
は
628
名
（
前
年

度
520
名
）、３
１
４
，０
０
０
円
で
あ
っ
た
。

６
．会
議
の
開
催

円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、「
役
員
総
会
」・「
役
員
会
」・「
常

任
委
員
会
」・「
支
部
役
員
会
」・「
合
同
研
修
会
」等
を
開
催
。

⑴
役
員
総
会

２
０
１
９
年
４
月
４
日
（
水
）

◆
場　

所	

高
千
穂
大
学

◆
出
席
者	

中
島
会
長
他
13
支
部
長

議
長
に
中
島
会
長
を
選
出
し
、
以
下
の
議
題
を
審
議
し
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。

ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
「
72
号
」に
取
り
上
げ
会
員
全
員
に

５
月
に
発
送
し
報
告
し
た
。

議　

題　
【
審
議
事
項
】

１
．２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
と
決
算
の
承
認

２
．２
０
１
８
年
度
監
査
報
告

３
．２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
の
承
認

４
．２
０
１
９
年
度
予
算
の
承
認

５
．２
０
１
９
年
度
役
員
の
承
認

⑵
役
員
会

第
１
回
役
員
会　
（
合
同
研
修
会
と
同
時
開
催
）

２
０
１
９
年
10
月
19
日
（
土
）

◆
場　

所	

高
千
穂
大
学

◆
出
席
者	

新
・
旧
役
員　

31
名　

議　

題　
【
審
議
事
項
】

（
１
）２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
及
び
予
算
収
支
の
中
間
報
告

（
２
）次
期
役
員
体
制
に
つ
い
て

（
３
）そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　

	

⑶
常
任
委
員
会

第
１
回
常
任
委
員
会　

２
０
１
９
年
６
月
15
日
（
土
）

◆
出
席
者	�



中
島
会
長
・
加
藤
副
会
長
・
佐
藤
副
会
長
・
中
山

副
会
長
・
青
木
副
会
長
・
大
澤
副
会
長
・
松
﨑
事

務
局
長

高千穂学園同窓会　会長

井上　修

て
お
り
、
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
部
の
他
に
全
国
に
30
支
部
の
高
千
穂
会
が
あ

り
、
総
会
・
懇
親
会
等
を
開
催
し
会
員
の
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

父
母
の
会
と
の
交
流
は
、
栃
木
県
・
群
馬
県
・
埼

玉
県
・
神
奈
川
県
等
の
各
支
部
が
行
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
在
学
生
に
は
、
「
体
育
祭
・
高
千
穂
祭
・
留
学

生
・
ク
ラ
ブ
」
等
の
行
事
へ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
所
属
は
数
年
間
で
す
が
、
同
窓
会
の
お
付

き
合
い
は
一
生
で
す
。
ど
う
ぞ
同
窓
会
・
同
窓
生
を
活

用
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
・
父
母
の
会
が
学
園
と
共
に

連
携
を
深
め
、
学
生
が
社
会
人
と
し
て
大
き
く
成
長
す

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

同
窓
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
母
校
高
千
穂

大
学
の
隆
盛
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
会
員
は
、
現
在
約
３
万
６
千
人
登
録
さ
れ

父
母
の
会
と
交
流
し
、
在
学
生
を
支
援

学長

寺内　一

新
入
生
の
ご
父
母
の
皆
様
、
ご
子
息
・
ご
息
女
の
ご

入
学
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
入
学

式
が
挙
行
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
高
千
穂
大

学
は
入
学
さ
れ
た
お
子
様
が
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

を
築
き
上
げ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
し
て
お
子
様

の
教
育
を
お
任
せ
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

本
学
を
設
立
し
た
川
田
鐡
彌
先
生
は
学
生
一
人
ひ
と
り

を
家
族
の
一
員
と
み
な
し
て
人
格
教
育
を
行
う
こ
と
を
目

指
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
本
学
は
「
家
族
主
義
的
教

育
共
同
体
」
と
い
う
名
の
も
と
に
理
事
会
、
教
職
員
、
同

学
生
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
重
要
な

パ
ー
ト
と
し
て
の
父
母
の
会

理事長

藤井  耐

２
０
２
０
年
度
大
学
・
大
学
院
に
御
入
学
さ
れ
た
学
部
生・

大
学
院
生
の
御
父
母
の
皆
様
、御
子
息
・
御
息
女
の
御
入
学

心
よ
り
御
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
36
年
（
１
９
０
３
年
）、
川
田
鐡
彌
先
生
に
よ

り
開
学
さ
れ
ま
し
た
本
学
園
は
、
我
が
国
私
学
の
伝
統

校
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
既
に
御
承
知
の
通
り
で
あ
る

も
の
と
御
拝
察
致
し
ま
す
。

御
子
女
の
皆
様
が
、
こ
の
伝
統
校
に
て
充
実
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
、
立
派

に
御
成
長
な
さ
れ
ま
す
よ
う
御
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

既
に
御
在
籍
さ
れ
て
お
り
ま
す
学
生
の
御
父
母
の
皆
様

と
共
に
、
新
入
学
生
の
御
父
母
の
皆
様
と
連
携
し
つ
つ
、

学
園
関
係
者
一
同
、
学
生
達
の
成
長
に
向
け
、
共
に
ご

協
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
化
に
伴

い
、入
学
式
を
挙
行
で
き
ず
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

御
挨
拶

父母の会　会長

大澤 美貴

令
和
二
年
度
の
高
千
穂
大
学
父
母
の
会
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
山
梨
県
の
大

澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

父
母
の
会
は
、
平
成
12
年
に
発
足
し
、
今
年
は
節

目
の
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を

密
に
し
、
相
互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を

活
発
に
し
、
大
学
の
充
実
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
は
在
学
生
の
保
護
者
で
す
の

で
、
ま
さ
に
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
一
緒
と
な
り
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
場
で
す
。

父
母
の
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
保
護
者
同
士
の
情

報
交
換
は
も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
の
方
々
が
親
身
に
接
し

て
く
だ
さ
り
、
学
生
と
の
連
携
体
制
が
で
き
て
お
り
ま

す
。父

母
の
会
と
い
う
場
を
一
人
で
も
多
く
の
保
護
者

の
皆
さ
ま
に
有
効
に
活
か
し
て
も
ら
い
、
楽
し
く
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

父
母
の
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

窓
会
、
そ
し
て
皆
様
の
父
母
の
会
が
一
致
団
結
し
て
す
べ

て
の
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

父
母
の
会
の
目
的
は
、
大
学
と
家
庭
相
互
の
理
解
と

協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を
活
発
に
し
、
大
学
教
育
の

充
実
と
発
展
を
図
る
こ
と
で
す
。
保
護
者
の
皆
様
と
学

園
、
大
学
、
同
窓
会
と
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
千

穂
大
学
の
学
生
一
人
ひ
と
り
が
４
年
間
で
成
長
を
遂
げ
、

自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

け
る
体
制
を
実
現
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

父
母
の
会
が
持
つ
大
き
な
機
能
の
ひ
と
つ
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
通
し
て
教
職
員
や
保
護
者
同
士
が
つ
な

が
り
、
相
互
に
情
報
交
換
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
本
学
の
教
育
を
等
し
く
享
受
し
て
お
ら
れ
る

ご
子
息
・
ご
息
女
の
将
来
に
対
す
る
希
望
や
不
安
は
も

ち
ろ
ん
、
今
ま
で
の
ご
体
験
な
ど
も
含
め
て
、
忌
憚
の

な
い
意
見
を
取
り
交
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
個
人
情
報
に
関
し
て
は
厳
格
に
取
り
扱
い
い
た
し

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

皆
様
が
父
母
の
会
と
い
う
場
を
有
効
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
ご
子
息
・
ご
息
女
の
成
長
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に

と
っ
て
も
こ
の
４
年
間
が
充
実
し
た
期
間
に
な
る
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

黎 明
01

黎 明
02



2020年度　父母の会  黎明 51号

⑫
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク	

参
加
者
５
名
（
３
名
）	

１
年
生
３
名
（
１
名
）

役
員
２
名
（
２
名
）

⑬
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク		



参
加
者
６
名
（
７
名
）	

１
年
生
５
名
（
５
名
）

役
員
１
名
（
２
名
）	

⑭
中
部
ブ
ロ
ッ
ク		



参
加
者
２
名
（
２
名
）	

１
年
生
０
名
（
５
名
）

役
員
０
名
（
２
名
）

⑮
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク　

	

参
加
者
１
名
（
２
名
）	

１
年
生
０
名
（
１
名
）

役
員
１
名
（
１
名
）

⑯
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
者
１
名
（
３
名
）　

１
年
生
０
名
（
２
名
）

役
員
１
名
（
１
名
）

⑶
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

⑴�

４
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

参
加
者
は
53
名
で
あ
っ
た
。

◆
開
催
日
時	

２
０
１
９
年
６
月
15
日
（
土
）

	

13
時
30
分
～
16
時
00
分

◆
会　

場　
　
　

高
千
穂
大
学

◆
大
学
側　
　
　

５
名

◆
内　

容

１
．�高
千
穂
大
学
の
４
年
生
の
状
況
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

恩
藏
就
職
委
員
長

2
．個
別
相
談
会

　
⑷
新
入
生
保
護
者
説
明
会

４
月
４
日
（
木
）入
学
式
後
「
新
入
生
保
護
者
説
明
会
」を
開

催
。
教
務
委
員
会
よ
り
４
年
間
の
学
び
に
つ
い
て
、
各
支
部

よ
り
父
母
の
会
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
。

⑸
卒
業
記
念
品
配
布

３
月
20
日
（
金
）卒
業
生
（
356
名
）に
記
念
品
「
ふ
く
さ
」を
配

布
し
た
。

⑹
役
員
の
大
学
・
学
園
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
状
況

・
４
月
４
日
（
木
）入
学
式
に
父
母
の
会
会
長
出
席

・�

５
月
25
日
（
土
）体
育
祭
へ
父
母
の
会
神
奈
川
県
支
部
支
部

長
他
３
名
出
席

７
月
27
日　
（
長
岡
市
）	

９
名

11
月
23
日
（
長
岡
市
）	

４
名

12
月
14
日
（
新
潟
市
）	

７
名

◇
栃
木
県
支
部

５
月
18
日　
（
宇
都
宮
市
）	

４
名

７
月
13
日　
（
宇
都
宮
市
）	

13
名

８
月
17
日　
（
宇
都
宮
市
）	

４
名

12
月
14
日　
（
宇
都
宮
市
）	

８
名

２
月
１
日　
（
宇
都
宮
市
）	

９
名

◇
群
馬
県
支
部

５
月
12
日　
（
前
橋
市
）	

11
名

10
月
５
日　
（
前
橋
市
）	

８
名

１
月
19
日　
（
高
崎
市
）	

12
名

◇
埼
玉
県
支
部

11
月
10
日　
（
さ
い
た
ま
市
）	

６
名

◇
千
葉
県
支
部

１
月
25
日　
（
習
志
野
市
）	

５
名

◇
東
京
都
支
部

５
月
18
日　
（
高
千
穂
大
学
）	

25
名

７
月
20
日　
（
渋
谷
区
）	

38
名

８
月
24
日　
（
高
千
穂
大
学
）	

29
名

11
月
16
日　
（
高
千
穂
大
学
）	

37
名

２
月
16
日　
（
高
千
穂
大
学
）	

29
名

◇
神
奈
川
県
支
部

７
月
13
日　
（
横
浜
市
）	

15
名

８
月
25
日　
（
横
浜
市
）	

７
名

11
月
30
日　
（
横
浜
市
）	

13
名

				




⑸
合
同
研
修
会

２
０
１
９
年
10
月
19
日
（
土
）

◆
出
席
者

父
母
の
会

中
島
会
長
、
藤
原
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
川
名

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長
、
棟
方
北
海
道
・
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、
田
邊
新
潟
県
支
部
長
、
上
原
新
潟
県
新

◆
会　

場　

	

高
千
穂
大
学

大
学
側	

藤
井
理
事
長
、他
４
名

◆
内　

容

１
．理
事
長
よ
り
大
学
の
近
況
報
告

２
．学
生
食
堂
体
験
（
昼
食
）

３
．教
務
委
員
会
よ
り
４
年
間
の
学
び

４
．個
別
相
談
会

＊
（ 

）内
の
数
字
は
前
年
度

①
東
京
都
支
部 

参
加
者
89
名
（

106
名
）	

１
年
生
72
名
（
90
名
）

役
員
17
名
（
16
名
）

②
神
奈
川
県
支
部

参
加
者
41
名
（
35
名
）	

１
年
生
33
名
（
29
名
）

役
員
8
名
（
6
名
）

③
千
葉
県
支
部 

参
加
者
９
名
（
16
名
）	

１
年
生
７
名
（
10
名
）

役
員
２
名
（
６
名
）

④
埼
玉
県
支
部  		



参
加
者
12
名
（
22
名
）	

１
年
生
９
名
（
17
名
）	

役
員
３
名
（
５
名
）

⑤
山
梨
県
支
部  

参
加
者
６
名
（
10
名
）	

１
年
生
２
名
（
２
名
）

役
員
４
名
（
２
名
）

⑥
静
岡
県
支
部  		



参
加
者
９
名
（
８
名
）	

１
年
生
８
名
（
８
名
）	

役
員
１
名
（
１
名
）

⑦
群
馬
県
支
部 

参
加
者
０
名
（
７
名
）	

１
年
生
０
名
（
５
名
）	

役
員
０
名
（
２
名
）

⑧
新
潟
県
支
部　
　

		


参
加
者
５
名
（
７
名
）	

１
年
生
４
名
（
６
名
）	

役
員
１
名
（
１
名
）

⑨
茨
城
県
支
部　

		


参
加
者
３
名
（
１
名
）	

１
年
生
３
名
（
１
名
）　	

役
員
０
名
（
０
名
）

⑩
栃
木
県
支
部　
　

		


参
加
者
７
名
（
３
名
）　

１
年
生
５
名
（
２
名
）	

役
員
２
名
（
１
名
）　

⑪
福
島
県
支
部

参
加
者
４
名
（
３
名
）	

１
年
生
２
名
（
２
名
）	

役
員
２
名
（
１
名
）　

◆
場　

所	

高
千
穂
大
学　

１
号
館
１
２
０
４
教
室

議　

題　

1
）役
員
総
会
の
議
事
録
の
確
認　

2
）【
審
議
事
項
】

⑴
小
池
厚
之
助
賞
表
彰
式
出
席
者
に
つ
い
て

⑵
２
０
１
９
年
度
「
父
母
懇
談
会
」開
催
に
向
け
て

⑶
２
０
１
９
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

⑷
学
友
会
諸
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

⑸
そ
の
他　

入
学
式
・
卒
業
式
に
つ
い
て

3
）報
告
事
項

⑴
５
月
25
日
体
育
祭　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
配
布

⑵
そ
の
他

第
２
回
常
任
委
員
会　

２
０
１
９
年
10
月
19
日
（
土
）　

◆
出
席
者	�



中
島
会
長
・
加
藤
副
会
長
・
青
木
副
会
長
・
中
山

副
会
長
・
佐
藤
副
会
長
・ 

松
﨑
事
務
局
長

◆
場　

所　

�	

高
千
穂
大
学　

１
号
館
１
２
０
４
教
室

議　

題　
　
【
審
議
事
項
】

⑴
２
０
１
９
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

⑵�

２
０
１
９
年
度
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
振

り
返
り
、次
年
度
に
向
け
て

⑶�

２
０
１
９
年
度
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
振
り
返
り
、
次
年
度
に

向
け
て

⑷
２
０
１
９
年
度
父
母
懇
談
会
振
り
返
り
、次
年
度
に
向
け
て

⑸
２
０
２
０
年
度
役
員
体
制
に
つ
い
て

⑹�

２
０
１
８
年
度
卒
業
式
と
２
０
１
９
年
度
入
学
式
の
振
り

返
り

⑺
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

⑻
20
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
つ
い
て

⑼
そ
の
他

⑷
支
部
役
員
会

◆
開
催
日
・
開
催
都
市	

参
加
人
数

◇
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

７
月
６
日　
（
花
巻
市
）	

７
名

11
月
24
日　
（
仙
台
市
）	

８
名

◇
新
潟
県
支
部

６
月
22
日　
（
新
潟
市
）	

10
名

支
部
長
、
小
林
新
潟
県
副
支
部
長
、
中
嶋
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
副

支
部
長
、千
葉
福
島
県
支
部
長
、根
本
福
島
県
新
支
部
長
、沼

田
福
島
県
副
支
部
長
、
佐
橋
栃
木
県
支
部
長
、
鈴
木
栃
木
県

新
支
部
長
、
上
野
栃
木
県
副
支
部
長
、
飯
塚
群
馬
県
支
部
長
、

新
群
馬
県
新
支
部
長
、
松
井
群
馬
県
副
支
部
長
、
中
山
千
葉

県
支
部
長
、
白
石
千
葉
県
新
支
部
長
、
加
藤
東
京
都
支
部
長
、

相
川
東
京
都
新
支
部
長
、
橋
詰
東
京
都
副
支
部
長
、
石
原
東

京
都
副
支
部
長
、
佐
藤
神
奈
川
県
支
部
長
、
相
内
神
奈
川
県

新
支
部
長
、
阿
部
神
奈
川
県
副
支
部
長
、
青
木
静
岡
県
支
部

長
、
森
島
静
岡
県
副
支
部
長
、
田
中
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部

長
、
横
河
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
當
眞
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長

大
学
関
係
者		

藤
井
理
事
長
、他
１
名

◆
会　

場　
　
　

高
千
穂
大
学

◆
内　

容　

①
各
支
部
自
己
紹
介
、活
動
紹
介

②
２
０
１
９
年
度
父
母
懇
談
会
報
告

③�

父
母
の
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

仕
事
量
、手
順
の
確
認

④
そ
の
他

７
．そ
の
他
事
業

⑴
郷
土
企
画

学
生
の
健
康
管
理
の
一
助
に
、
昼
食
時
に
食
堂
で
各
支
部
の

特
産
品
を
提
供
す
る
企
画
を
、
平
成
17
年
度
か
ら
行
っ
て
お

り
、学
生
の
評
価
は
大
変
好
評
で
あ
る
。
今
年
度
も
、13
支
部

か
ら
郷
土
特
産
品
等
の
提
供
が
あ
り
、
４
月
か
ら
１
月
ま
で

に
実
施
し
た
。
実
施
支
部
の
役
員
が
大
学
に
出
向
き
直
接
学

生
た
ち
に
手
渡
し
い
た
だ
き
学
生
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。

①
神
奈
川
県
支
部	

開
催
日
時 

５
月
10
日
（
金
）

　

提
供
品 
鳩
サ
ブ
レ 

600
枚　

支
部
応
援
者
５
名　
　

②
千
葉
県
支
部	

開
催
日
時 

５
月
23
日
（
木
）

　

提
供
品 

び
わ
ゼ
リ
ー
554
個　

支
部
応
援
者
３
名

③
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部	
開
催
日
時 

６
月
７
日
（
金
）

　

提
供
品 

佐
藤
錦 

550
個　

支
部
支
援
者
１
名

④
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部	

開
催
日
時 

６
月
14
日
（
金
）

 　

提
供
品 

南
部
煎
餅 

１
１
０
０
枚　

支
部
応
援
者
４
名

⑤
栃
木
県
支
部	

開
催
日
時 

６
月
27
日
（
木
）

　

提
供
品 

飛
山
の
里
福
祉
会
の
焼
菓
子 

550
個

　

支
部
応
援
者
４
名

⑥
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部	

開
催
日
時 

７
月
11
日
（
木
）

　

提
供
品 

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス　

支
部
応
援
者
１
名

⑦
山
梨
県
支
部 

開
催
日
時 

10
月
３
日
（
木
）

　

提
供
品 

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト 

30
キ
ロ

　

支
部
応
援
者
２
名

⑧
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

　

開
催
日
時 

10
月
28
日
（
月
）

　

提
供
品 

メ
ー
プ
ル
き
な
粉
サ
ブ
レ 

600
個 

⑨
福
島
県
支
部  	

開
催
日
時 

11
月
８
日
（
金
）

　

提
供
品 

エ
キ
ソ
ン
パ
イ 

550
個　

支
部
応
援
者
２
名  

⑩
福
島
県
支
部	

開
催
日
時 

11
月
14
日
（
木
）

　

提
供
品 

こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー 

528
個　

支
部
応
援
者
３
名

⑪
新
潟
県
支
部  	

開
催
日
時 

11
月
29
日
（
金
）

　

提
供
品 

新
潟
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
60
キ
ロ
と
佃
煮
40
個  

⑫
東
京
都
支
部  	

開
催
日
時 

12
月
６
日
（
金
）

　

提
供
品 

ナ
ボ
ナ 

600
個　

支
部
応
援
者
７
名

⑬
特
別
企
画 	

開
催
日
時 

12
月
13
日
（
金
）

　

提
供
品 

ラ
ン
チ
パ
ッ
ク 

600
個　

支
部
応
援
者
３
名

⑭
静
岡
県
支
部　

	

開
催
日
時 

１
月
10
日
（
金
）

　

提
供
品 

み
か
ん 

約
１
２
０
０
個　

支
部
応
援
者
４
名

⑵
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　
　

 

支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
。
参
加
者
は
200
名
（
昨
年
235
名
）で
あ
っ
た
。

◆
開
催
日
時	

２
０
１
９
年
６
月
15
日
（
土
）		


	

10
時
30
分
～
15
時
30
分

●収入の部 (単位：円）

科　目 2019年度予算 2019年度決算 差異 摘　要

会費収入 23,000,000 22,750,000 250,000 会費10,000円　　在学生を2275人（留学生除く）

雑収入 受取利息 1,000 1,902 △ 902 受取利息等

前年度繰越金 24,258,039 20,655,635 3,602,404

収入の部合計 47,259,039 43,407,537 3,851,502

●支出の部 (単位：円）

科　目 2019年度予算 2019年度決算 差異 摘　要

父母懇談会費 3,700,000 1,635,205 2,064,795

就職ガイダンス 1,000,000 943,600 56,400 2・4年生保護者向け

会報費 2,000,000 1,732,654 267,346 「黎明」、「クォータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,800,000 3,403,876 396,124

奨学助成費 1,800,000 1,525,000 275,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・
体育助成費 500,000 378,876 121,124 体育祭飲料補助費等

役員会費 1,500,000 1,163,704 336,296 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 4,700,000 3,227,253 1,472,747 支部活動助成費1,198,017円、新入生オリエンテーション415,826円、
郷土企画1,376,288円、卒会式41,122円、卒業記念品196,000円

管理費 2,700,000 3,013,090 △ 313,090 派遣・アルバイト代　2,207,494円、事務用品375,651円、
通信費等167,175円、事務局PC代226,270円、その他36,500円

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 19,400,000 15,119,382 4,280,618

次年度繰越金 24,258,039 28,288,155 △ 4,030,116

合　　　計 43,658,039 43,407,537 250,502

２
０
１
９
年
度　

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

決
算
報
告
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で

黎 明
03

黎 明
04



2020年度　父母の会  黎明 51号

会長 大澤 美貴 （山梨県支部　4年）

副会長 白石 由紀美 （千葉県支部　4年）
相川 雅樹 （東京都支部　4年）
相内 ゆかり （神奈川県支部　4年）
青木 美智子 （静岡県支部　4年）
上原　誠 （新潟県支部　3年）
嘉瀬 英昭 （大学指名）

幹事 川名 三紀子 （北海道･東北ブロック支部　4年）
根本 秀子 （福島県支部　3年）
新　三千男　（群馬県支部　3年）

大矢 明宏 （埼玉県支部　4年）
鈴木 雄司 （栃木県支部　4年）
田中 美幸 （中部ブロック支部　2年）
當眞 嗣章 （九州ブロック支部　3年）

監査 織田 美紀 （北陸ブロック支部　4年）
西山 徹二　 (大学指名）

会計 横河　秀記 （近畿･中国･四国ブロック支部　4年）

事務局長・会計 松﨑　健 （大学指名）

●収入の部

父
母
の
会
の
目
的
は
、
大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
相
互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を

活
発
に
し
、学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
大
学
を
後
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

(単位：円）

科　目 2019年度決算 2020年度予算 差異 摘　要

会費収入 22,750,000 24,400,000 △ 1,650,000 会費10,000円　　在学生を2440人（留学生除く）

雑収入 受取利息 1,902 2,000 △ 98 受取利息等

前年度繰越金 20,655,635 28,288,155 △ 7,632,520

収入の部合計 43,407,537 52,690,155 △ 9,282,618

●支出の部 (単位：円）

科　目 2019年度決算 2020年度予算 差異 摘　要

父母懇談会費 1,635,205 4,000,000 △ 2,364,795

就職ガイダンス 943,600 1,200,000 △ 256,400 2・4年生保護者向け

会報費 1,732,654 2,000,000 △ 267,346 「黎明」、「クォータリー高千穂」作成・発送費

教育助成費 3,403,876 3,800,000 △ 396,124

奨学助成費 1,525,000 1,800,000 △ 275,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 1,000,000 1,000,000 0 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・
体育助成費 378,876 500,000 △ 121,124 体育祭飲料補助費等

役員会費 1,163,704 1,500,000 △ 336,296 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 3,227,253 5,800,000 △ 2,572,747
支部活動助成費1,800,000円、新入生オリエンテーション600,000円、
郷土企画1,400,000円、卒会式500,000円、卒業記念品500,000円、
20周年事業1,000,000円

管理費 3,013,090 3,000,000 13,090 派遣・アルバイト代　2,300,000円、事務用品400,000円、
通信費等200,000円、その他100,000円

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 15,119,382 21,300,000 △ 6,180,618

次年度繰越金 28,288,155 31,390,155 △ 3,102,000

合　　　計 43,407,537 52,690,155 △ 9,282,618

２
０
２
０
年
度　

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

予
算
書
２
０
２
０
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
２
１
年
３
月
31
日
ま
で

２
０
２
０
年
度　

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

新
役
員
紹
介

２
０
２
０
年
度　

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
２
０
年
度　

高
千
穂
大
学
父
母
の
会

事
業
計
画

る
協
力
（
小
池
厚
之
助
賞
へ
の
協
力
）

●
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力　
　
　
　
　
　

　

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
こ
と
に
対
し
助
成
を
行
う
（
情
報
機
器
、防
災
用
品
）

●
学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力　
　
　
　

　

学
友
会
傘
下
の
体
育
会
・
学
術
文
化
連
合
会
等
や
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
合
会
、
高
千
穂
祭
実
行
委
員
会
（
主
催
す
る
行
事

等
）お
よ
び
体
育
祭
実
行
委
員
会
に
対
し
援
助
を
行
う

　
・
体
育
祭
へ
の
支
援
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
提
供
）

　
・
大
学
祭
へ
の
支
援
（
模
擬
店
利
用
の
金
券
配
布
）

●
会
議
の
開
催

　

父
母
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
次
の
会
議
を
開
催

　

１
．役
員
総
会

　

⒉
役
員
会

　

⒊
本
部
役
員
・
支
部
役
員
合
同
研
修
会

　

⒋
支
部
会
、支
部
役
員
会

●
そ
の
他
の
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
．高
千
穂
学
園
同
窓
会
と
の
協
力
関
係
の
推
進

　

２
．�父
母
の
会
活
動
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
合
同
研
修

会
等
の
実
施
）

本
年
度
は
、次
の
事
業
を
行
う
。

●
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催　

　

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
６
月
に
実
施

●
父
母
懇
談
会
の
開
催　
　
　
　
　

　

９
月
の
、土
、日
を
利
用
し
、全
国
16
支
部
が
単
独
ま
た
は

合
同
で
開
催
す
る
。　

●
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

６
月
に
４
年
生
保
護
者
向
け
、
３
月
に
２
年
生
保
護
者
向

け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
大
学
就
職
支
援
課
と
の
合
同
で
開

催
、２
年
生
保
護
者
向
け
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

●
卒
会
式
の
実
施
及
び
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

３
月
20
日
卒
業
式
当
日
に
、
卒
業
式
出
席
保
護
者
を
対
象

に
実
施
、卒
業
生
へ
記
念
品
贈
呈

●
郷
土
企
画
の
実
施

　

各
支
部
の
名
産
品
を
食
堂
で
学
生
に
提
供

●
家
庭
と
の
連
絡
の
強
化

　

１
．�大
学
広
報
誌
「
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
」を
会
員
向
け

に
年
４
回
発
送
、
う
ち
２
回
、
父
母
の
会
の
特
集
『
黎

明
』が
掲
載

　

２
．上
記
の
送
付
を
行
う
際
に
大
学
行
事
の
案
内
を
同
封

●
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
の
奨
学
金
の
充
実
に
対
す

２
０
２
０
年
度
の
支
部
長
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

北
海
道
・
東
北
地
区
の
川
名
で
す
。

「
先
生
と
近
い
」
素
晴
ら
し
い
学
校
だ
と
思

い
ま
す
。

私
共
、
父
母
会
も
、
全
国
一
丸
と
な
り
学
生

一
人
ひ
と
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
大
変

な
事
も
、
語
り
合
い
の
中
か
ら
解
決
し
て
い
け
る

の
で
は
、
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

北海道・
東北ブロック支部　

川名 三紀子

学
生
を
応
援
！

新
潟
県
の
特
徴
は
「
長
さ
」
と
「
広
さ
」
で

す
。
そ
の
た
め
参
加
人
数
が
少
な
く
大
学
の
情
報

を
得
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
上
越
・
魚
沼
地
域
、
長
岡
地
域
、

新
潟
市
と
開
催
地
を
分
散
化
し
、
先
生
の
ゲ
ス
ト

参
加
も
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
大
学
で
の
様
子
や
成
績
、
就
職

に
関
わ
る
情
報
を
得
ら
れ
る
絶
好
の
場
と
な
る
よ

う
企
画
・
開
催
し
て
参
り
ま
す
。

新潟県支部長

上原　誠

支
部
会
を
各
地
で
開
催
致
し
ま
す

地
方
か
ら
の
入
学
で
す
と
お
子
さ
ん
の
こ
と

が
い
ろ
い
ろ
と
心
配
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
父

母
会
で
同
じ
地
域
の
方
や
先
生
方
と
の
交
流
で
不

安
や
心
配
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

父
母
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
楽
し
い
時
間
を

一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！北陸ブロック支部長

織田 美紀

楽
し
い
父
母
の
会

父
母
の
会
は
大
学
に
近
く
と
て
も
心
強
い
存

在
だ
と
思
い
ま
す
。

父
母
の
会
は
限
ら
れ
た
人
達
の
会
で
は
な
く

誰
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
会
で

す
。 

大
学
で
の
様
々
な
様
子
を
知
る
事
で
き
ま

す
。子

供
達
の
充
実
し
た
学
生
生
活
の
た
め
に
一

緒
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

福島県支部長

根本 秀子

大
学
生
活
を
一
緒
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う

不
安
を
抱
え
入
学
し
て
３
年
は
、
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。

わ
が
子
の
心
配
と
親
の
不
安
を
地
区
の
父
母

会
が
解
消
し
て
く
れ
ま
し
た
。
親
子
の
よ
う
な
先

生
、
友
達
の
よ
う
な
父
母
会
の
皆
様
に
感
謝
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
切
な
父
母
会
で
す
。

皆
さ
ん
で
参
加
し
て
高
千
穂
を
盛
り
立
て
ま

し
ょ
う
。

栃木県支部長

鈴木 雄司

不
安
解
消
の
父
母
会

１
年
生
の
保
護
者
の
保
護
者
の
皆
様
は
、
ご

子
息
の
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
群
馬

県
か
ら
進
学
し
て
い
る
学
生
は
20
人
も
い
ま
せ

ん
の
で
、
群
馬
県
支
部
も
少
人
数
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
親
元
を
離
れ
て
い
る
子
供
の
事
が
心

配
だ
と
思
い
ま
す
が
、
父
母
会
に
参
加
す
る
事

で
、
大
学
生
活
や
ア
ル
バ
イ
ト
、
就
職
活
動
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

一
緒
に
子
供
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

群馬県支部長

新　三千男

子
供
達
を
応
援
し
ま
し
ょ
う

黎 明
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父
母
懇
談
会
開
催

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

４
年
生
保
護
者
対
象

開
催
予
定

日
時
▼

２
０
２
０
年
６
月
13
日
（
土
）

13
時
～（
予
定
）

場
所
▼

高
千
穂
大
学
1
号
館

※
開
催
中
止

保
護
者
の
皆
様
の
健
康
と
安
全
を
第
一
に
考
え
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
新
入
生
保
護
者
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
を
予
定
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様
に

は
、誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
▼

２
０
２
０
年
６
月
13
日
（
土
）

10
時
～（
予
定
）

場
所
▼

高
千
穂
大
学
1
号
館

父母の会では今年度も保護者向けの行事を開催する予定ですが、新型コロナウイルス感染症への対応として行事の日程や開催の有無
に変更が生じることがあります。その場合は大学ホームページにてお知らせいたしますので最新情報をご確認ください。

4
年
生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。
す
で
に
就
職
活
動
が
始

ま
っ
て
い
る
学
年
な
ら
で
は
の
お
悩
み
や
疑
問

等
を
解
決
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

新
入
生
保
護
者

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催

四
年
間
の
学
び
に
つ
い
て
の
説
明
、
学
生
食
堂
で

の
昼
食
会
、
教
職
員
と
の
個
別
相
談
会
、
会
員
同

士
の
交
流
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
お
子
様
の

出
欠
表
も
ご
用
意
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

日程 開催支部 開催都市 開催会場

8月29日（土） 新潟県 新潟市 東映ホテル

9月6日（日）

北海道・東北ブロック

杉並区 高千穂大学

北陸ブロック

福島県

茨城県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

山梨県

中部ブロック

近畿・中国・四国ブロック

九州ブロック

9月12日（土） 静岡県 静岡市 静岡グランドホテル中島屋

9月12日（土） 栃木県 宇都宮市 ホテルニューイタヤ

大
学
職
員
と
授
業
、成
績
、学
生
生
活
、将
来

の
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な
お
話
が
で
き
ま
す
。

お
子
様
の
出
欠
表
も
ご
用
意
し
ま
す
。

ま
た
先
輩
保
護
者
の
体
験
談
な
ど
同
郷
の
保

護
者
の
み
な
さ
ん
と
共
感
で
き
る
話
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

父
母
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

埼玉県支部長

大矢 明宏

共
に
笑
い
、
悩
み
、
歩
み
、
４
年
間
で
卒
業
を

平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、
子
供
達
に
入

る
情
報
も
日
々
激
し
く
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
色
々
な
嘘
の
情
報
も
飛
び
交
う
現
状

で
す
。
何
が
本
当
で
何
が
嘘
な
の
か
は
子
供
達

だ
け
で
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。
大
学
側
と
父
母

会
で
連
携
し
、
子
供
達
に
何
が
正
し
い
情
報
な

の
か
を
共
有
し
、
導
い
て
い
き
ま
せ
ん
か
！
是

非
父
母
会
に
参
加
し
活
動
し
て
、
子
供
達
と
一

緒
に
４
年
間
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

１
年
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
不
安
な
気

持
ち
で
入
学
す
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が

と
に
か
く
学
校
全
体
が
明
る
い
で
す
。
先
生

と
の
距
離
は
近
く
気
軽
に
相
談
が
出
来
、
勉

強
に
集
中
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
父
母
の
会
へ
参
加
し
て
頂
き
、
ご

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
交
流
を
深
め
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

千葉県支部長

白石 由紀美

充
実
し
た
生
活
を

自
分
は
息
子
と
の
会
話
を
増
や
す
た
め

父
母
会
に
参
加
し
、
息
子
と
の
会
話
が
増
え
、

「
高
千
穂
大
学
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
大
学

と
の
近
さ
」
を
実
感
し
ま
し
た
。

東
京
都
支
部
は
最
大
規
模
の
人
数
で
す

が
父
母
会
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東京都支部長

相川 雅樹

子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か

四
番
目
最
後
の
子
育
て
を
通
し
、
子
供

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
激
変
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

父
母
の
会
は
、
親
と
し
て
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
が
出
来
、
学
び
の
場
を
知
る
こ
と
、

先
生
方
や
他
学
年
の
保
護
者
と
の
意
見
交
換

や
就
職
情
報
等
を
聞
け
る
の
で
、
不
安
や
心

配
も
軽
減
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
共
に
、
高

千
穂
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

神奈川県支部長

相内 ゆかり

Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｕ
ｓ
‼ 

教
育
職
員
、
事
務
職
員
、
理
事
会
、
同
窓

会
、
そ
し
て
父
母
の
会
と
五
つ
の
柱
の
ひ
と
つ

と
な
り
、
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
父
母
の
会
の
行
事
に
参
加
し
て
、
み

な
さ
ん
も
子
供
た
ち
と
一
緒
に
学
生
生
活
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山梨県支部

大澤 美貴

五
位
一
体
で
学
生
を
応
援

我
が
家
の
息
子
も
こ
の
春
に
４
年
生
。

悩
ん
だ
り
道
に
迷
っ
た
り
。
そ
の
都
度
先
生

方
に
相
談
し
、
軌
道
修
正
し
て
い
た
だ
き
、

今
に
到
っ
て
い
ま
す
。
高
千
穂
の
良
さ
で
あ

る
大
学
と
近
い
と
い
う
こ
と
を
親
子
共
々
実

感
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
父
母
の
会
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
共
に
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

静岡県支部長

青木 美智子

父
母
の
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

初
め
て
の
大
学
生
活
を
送
る
子
供
な
の

で
、
親
も
新
入
生
み
た
い
な
も
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
心
配
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

当
学
校
は
子
供
達
の
支
援
や
不
安
な
保
護
者

の
方
々
に
、と
て
も
親
身
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
は
東
海
三
県
と

な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
や
他
支
部
の
方
々
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

中部ブロック支部

田中 美幸

新
人
で
す

近
畿
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
の
横
河

で
す
。

年
に
数
回
、
大
学
に
来
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
西
永
福
ま
で
足
を

運
ん
で
お
り
ま
す
。
「
父
母
の
会
」
は
、
大
学

と
学
生
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
り
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
保
護
者

全
員
が
「
父
母
の
会
」
の
会
員
だ
か
ら
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近畿・中国・
四国ブロック支部

横河 秀記

﹁
父
母
の
会
﹂っ
て
な
ん
だ
？

学
生
生
活
に
関
し
て
は
、
勉
強
の
こ
と
、

就
職
活
動
の
こ
と
な
ど
、
学
生
も
親
も
不
安

な
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
父
母
の
会

の
活
動
を
通
し
て
様
々
な
情
報
が
得
ら
れ
、

学
校
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
皆

様
も
是
非
活
動
へ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
充
実
し
た
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

九州ブロック支部長

當眞 嗣章

充
実
し
た
学
生
生
活
を
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト

高千穂大学 父母の会・事務局
〒168-8508 東京都杉並区大宮2丁目19番1号

TEL  03-3313-0432       FAX 03-3313-0432　E-mail  fubokai@takachiho.ac.jp

父母の会に関する
お問合せは、
こちらまで

お願いします。
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